
所
載
天
正
五
年
続
月
十
八
日
附
北
保
安
義
守
高
民
宛
一

ハ
h
F
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
モ
ト
畠
山
義
元

議
統
の
子
。
一

山
道
に
は
だ
し
が
坂
と
い
ふ
の
が
あ
っ
た
o
今
の
那

町
上
杉
謙
信
の
消
息
に
、『
此
度
七
尾
納
手
袈
候
時
、

一
左
府
助
か
ら
左
衛
門
佐
脅
総
て
修
理
大
夫
に
任
ぜ
ら
一
谷
道
に
も
は
だ
し
が
坂
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
古
へ
の

畠
山
義
臨
御
筑

・
息
一
人
有
之
候
ツ
ル
。
是
者
京
之
一
れ
た
。
義
元
足
利
義
稽
そ
助
け
て
京
間
被
復
の
間
以
を
一
郎
で
な
い
と
犯
し
て
あ
る
。

三
線
殿
之
息
女
-
一
候
問
、
年
頃
も
可
然
候
欺
与
思
、
一
講
じ
た
か
ら
、
永
定
五
年
六
月
滋
植
の
将
軍
職
に
復
一

ハ
章
、Y
Zヅ
畑

清
水
江
沼
郡
上
稲
山
に
在
る
。

息
を
ハ
身
之
養
子
-
一
也
、
老
母
(
昨
日
険
御
m
M
U
を
ハ
丹
一
し
た
後
大
に
信
任
せ
ら
れ
た
o
十
二
年
九
且
卒
、
法
一
江
沼
志
稲
に
、
上
節
制
村
簡
の
山
聞
か
ら
出
る
も
の

後
守
(
北
候
高
附
嫡
舟
鹿
〉

-一可
鉛
巾
合
、
安
元
」
ロ
召
一
統
は
興
徳
寺
久
的
徳
目
。
臨
輔
元
は
初
名
も
官
邸
致
と
い
一で
、
水
叫
仲
甘
腕
茶
そ
煮
る
に
泊
し
、
下
流
山
間
数
百

辺
、
則
丹
後
守
預
也
候
。
』
と
あ
っ
て
、
長
家
家
糾
に
一
う
た
ら
し
い
。
回
以
徐
州
麟
の
翰
林
胡
脱
文
集
所
蹴
大
一
一
凶
に
節
減
す
る
と
あ
る
。

も
式
邸
の
母
を
三
候
家
の
出
と
す
る
が
放
に
、
そ
の

一
回
申
寺
殿
七
周
忌
法
制
m
に
、『
鹿
島
郡
入
問
刷
出
府
中
院
佐
一

ハ
主
ジ
メ
イ

羽
田
自
明
河
北
都
高
松
の
例
入
。

子
息
た
る
腕
制
緩
春
は
、
七
賂
で
疫
疾
に
椴
り
波
L
一
大
功
徳
主
左
衛
門
医
致
。
文
級
三
年
削
鋭
突
亥
秋
八
一
週
都
米
間
間
平
太
郎
、
後
助
左
衛
門
。
白
羽
虫
・=
一
夜
苧

た
の
で
は
な
〈
、
謎
信
の
鍔
に
越
後
に
伴
は
れ
た
の

一
且
二
十
日
。
伏
値
=
先
考
大
山
中
寺
股
前
左
金
吾
大
彦
一
と
奴
し
、
資
札
に
取
ん
だ
。
文
政
九
年
J
l

一
且
十
二

で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
一
孫
公
大
翻
定
門
七
回
忌
之
辰
コ
チ
瑞
郎
山
大
事
制
一

日
夜
、
卒
年
四
十
一
一
一
。

ハ
生
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
ハ
ル

畠
山
義
春
』
ジ
ヨ
ウ

一
寺
誕
=
磁
於
海
副
刷
逝
場
二
苫
々
。
』
と
あ
っ
て
、
大
限
一

ハ
タ
チ

秦
致

金
持
の
入
、
活
棋
和
議
屋
兵
右

ジ
ヨ
ウ
マ
サ
シ
ゲ
上
僚
政
祭
。

一
寺
は
滋
統
で
あ
り
、
文
泊
中
品
山
氏
の
主
で
あ
っ
た

一
衛
門
、
宇
は
叙
翁
、
脱
は
附
洲
o
父
死
し
、
兄
識
を

ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
フ
サ

畠
山
義
組
週
一
裕
次
郎
。
一
も
の
は
、
義
元
の
外
に
求
め
得
ぬ
か
ら
で
あ
る
o
叉
一
失
ひ
、
己
は
良
心
の
紙
と
共
に
腕
力
、
制
を
鍛
〈
し

左
術
門
佐
を
絞
て
修
理
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
交
は

一
長
家
家
川
聞
に
従
へ
ば
、
白
山
氏
照
代
申
に
義
元
育
児

一
て
殴
殺
す
る
こ
と
慈
母
の
如
く
、
終
生
調
身
を
以
て

保
出
a

寺
徳
宗
で
、
義
元
の
後
を
綴
ぎ
能
管
の
守
般
と

一
ず
し
て
桜
氏
が
あ
る
o
放
に
若
し
認
に
郡
山
氏
が
あ
っ

一
袋
読
を
識
と
し
た
o
致
好
ん
で
苧
北
栴
脅
宗
と
し
て

な
っ
た
o義
元
と
徳
宗
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。
一
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も
亦
義
一
冗
の
初
名
で
あ
ら
う
と
一
手
を
笥
ひ
、
%
前
を
作
り
駄
脅
詠
じ
た
が
多
〈
稿
を

戦
総
は
天
文
十
四
年
七
且
十
二
日
五
十
抗
践
を

以

て

岡

山

は

れ

る

。

一

留

め

な

い

。

明

治

三

年

入

居

十
一
日
抗
十
三
議
そ
以

辛
し
、
興
協
院
mm
翁
徳
胤
と
謎
せ
ら
れ
、
別
に
旋
花
一

ハ
ダ
ケ
ヲ

白

尾

石

川
郡
山
出
初
郷
に
印
す
る
部
一
て
裂
。

公
の
軒
町
蹴
が
あ
る
。
長
家
家
紬
附
に
刷
出
れ
ば
、
品
山
氏
一
務
。

一

ハ
タ
ナ
ホ
シ
シ
ン
カ
イ
畑
直
新
開

務
政
時
代

の
系
倒
に
議
総
が
な
〈
て
宗
訟
が
あ
る
が
、
文
替
の
一

ハ
生
ゲ
ン
ベ
イ

旗
源
平

滞
政
時
代
か
ら
行
は
一
に
、
裂
に
釧
で
あ
る
地
を
附
裂
し
て
凶
と
寸
る
を
い

ー
か
ら
は
ぎ
訟
の
名
を
短
見
し
得
ぬ
o
若
し
そ
の
人

一
れ
た
児
蹟
の
遊
戯
O

郡
平
二
組
に
分
か
れ
て
、
授
の

一
ひ
、
時
村
の
者
で
も
他
村
の
者
で
も
、
出
願
す
れ
ば

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
恐
ら
〈
は
議
総
の
初
名
で
あ
一
目
に
よ
り
小
肱
・
申
侠
・大
艇
か
ら
似
ま
で
有
順
次
に

一
調
査
の
上
許
可
せ
ら
れ
、
地
元
の
者
が
州
地
と
し
て

ら
う
。
叉
能
積
出
岡
山
鹿
代
停
車
白
書
に
、『
白
田
山
統
武
一
建
て
L
給
阪
を
宇
ふ
も
の
。
源
氏
一
組
は
赤
く
償
制
限
畑
一
存
約
す
る
の
利
設
を
設
い
て
も
決
し
て
採
用
せ
ら
れ

は
輿
臨
院
殿
と
蹴
す
。
京
都
大
徳
寺
々
申
曲
目
附
剛
院
は
一
を
熊
い
た
白
艇
、
を
章
一
組
は
揚
羽
蝶
を
白
〈
放
い
だ

一
な
か
っ
た
o
こ
れ
米
穀
の
生
産
を
第
一
に
置
ん
ぜ
ら

則
統
武
の
間
延
の
寺
と
承
。
』
と
あ
る
か
ら
、
戦
統
も
一
赤
肢
を
用
ひ
る
。

一
れ
た
か
ら
で
あ
る

o
m直
新
闘
の
許
可
せ
ら
れ
た
時

務
総
の
一
名
で
あ
る
。
主
主
支
え
啓
明
郎
八
年
十
三

ハ
生
ザ
ン
ヱ
モ
ン
羽
田
三
右
衛
門
前
倒
利
治

一は
、
他
制
の
御
技
待
人
十
村
二
人
を
折
役
と
し
て
畑

且
叩
一
日
附
の
も
の
に
も
義
統
の
名
が
記
さ
れ
て
ゐ
一
に
仕
へ
て
千
石
を
受
け
、
足
開
聞
に
任
じ
、
大
坂
蒋
一
の
折
を
定
め
、
開
涯
の
終
っ
た
時
は
畑
の
折
の
州
合

る
o
訟
総
和
歌
を
好
み
、
そ
の
詠
を
三
係
商
卿
の
一

一
役
に
侍
附
で
首
一
つ
を
得
、
犯
永
三
年
一
以
し
た
。
子
一
に
飽
じ
て
聞
の
一
部
宇
一
前
商
主
に
返
還
せ
し
め
た
。

見
に
供
せ
ら
れ
た
こ
と
に
就
い
て
は
、
永
古
十
四
年
一
孫
耐
冷
酷
附
に
仕
へ
る
。
一
之
官
返
歩
と
い
ふ
。
例
へ
ば
三
つ
析
の
則
で
あ
れ
ば
、

卯
且
抗
日
筑
後
守
宛
肪
の
務
総
の
消
息
に
見
え
る
o
一

ハ
ダ
シ
ザ
カ

徒
銑
叛
江
沼
制
に
あ
る
。
笈
恕
一
時
制
問
凶
の
三
分
の
一
脅
返
忍
し
、
残
品
川
は
畑
直
を
行

ハ
h
F
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
ム
ネ

畠
山
鹿
致
」
ハ
タ
ケ

一
紀
問
に
、
昔
の
那
谷
道
は
分
校
か
ら
祭
谷
に
出
で
那
一
う
た
者
の
所
得
と
す
る
の
で
あ
る
o
畑
直
新
聞
は
、

ヤ
マ
ヨ
Y

モ
ト
品
山
総

元

。

谷

に

向

か

う

た

の

で

、
策
谷
と
分
校
と
の
領
境
な
る
一
そ
の
成
っ
た
お
年
か
ら
そ
の
村
の
定
犯
を
以
て
納
澗

タ

ハ
タ
フ
シ
ョ
ウ

幡
生
庄

能
楽
郡
に
在
る
。
加

賀
立
凶
以
前
か
ら
の
庄
名
で
、
東
大
寺
に
天
平
紳
椛

二
三
年
越
前
凶
道
守
剛
山
野
架
川
子
見
間
江
師
生
陀
等

底
解
部
解
一
巻
が
あ
っ
て
、
そ
の
東
大
寺
領
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
東
大
寺
製
録
の
長
徳
四
年
注
文
定
諸
凶

諾
庄
町
地
に
も
、続
生
庄
町
二
百
武
十
町
と
見
え
る
。

叉
こ
の
庄
の
位
置
に
就
い
て
は
、
東
大
寺
文
智
大
治

五
年
三
且
の
目
録
艇
に
、『
江
沼
郡
稲
生
村
四
至
。
取

比
楽
河
。
商
問
。
商
床
前
山
誼
前
副
刀
良
家
。
北
J
l

宜
保
与
牛
ム
ハ
係
緋
昨
地
O
R十
川
尻
段
六
十
四
歩
。

天
平
貸
手
三
年
十
二
局
=
一
日
。
』
と
あ
る
か
ら
、
そ
の

頃
の
比
梁
河
の
西
昨
に
之
を
求
め
れ
ば
な
ら
ぬ
。
稲

生
の
制
に
就
い
て
は
、
証
明
智
式
点
革
本
容
に
披
太
左

加
、
明
国
間
本
に
被
太
左
也
と
す
る
が
、
森
田
平
次
は

ハ
タ
フ
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。

ハ
h
F
ブ
ギ
ヨ
ウ

旗
奉
行

御
脱
出
中
行
は
殴
長
十

九
年
大
坂
冬
の
役
の
頃
、
大
爆
資
岐
・岩
田
内
磁
助
・

宮
永
勘
解
向
左
衛
門

・
井
上
勘
左
衛
門
大
平
左
お

允
・
小
幅
囚
獄
助
の
粂
取
と
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

寛
永
入
年
商
村
右
脳
助
・
成
問
牢
右
術
門
が
命
ぜ
ら

れ
た
が
、
そ
の
後
中
級
し
、
国
治
二
年
六
月
に
は
日

密
政
人

・
山
本
久
左
衛
門
が
之
を
品
加
わ
、
冗
文
元
年

に
至
っ
て
山
森
育
兵
衛
、
二
年
篠
原
織
部
が
品
川
初
し

た
。
以
後
際
収
と
な
っ
た
も
の
か
、
任
命
せ
ら
れ
た

者
が
な
い
。

す
る
こ
と
を
製
し
た
。

ハ
虫
ノ
ヒ
畑
田
火
江
沼
郡
上
抑
制
凹
領
附
近
か

ら
出
る
陰
火
を
い
え
，
た
。
笈
憩
紀
問
に
、
此
の
領
内

か
ら
出
る
火
玉
を
畑
の
火
と
い
ひ
、
以
前
は
夜
仰
に

顕
れ
、
大
器
寺
の
城
下
へ
も
度
々
来
た
と
の
こ
と
を

但
し
、
理
城
妖
怪
奇
談
に
は
、
小
限
長
久
が
烏
打
市
引

に
行
っ
た
時
、
暁
方
に
畑
の
野
で
、
成
こ
の
慌
火
中
」

見
た
と
あ
る
。

六
八

O


